
Ⅰ はじめに 

令和 4年度においても、新型コロナウイルス感染拡大の収束が見えない状況のな

か、引き続き様々な活動の自粛や中止を余儀なくされるなど、前年度同様に影響を受

けたところであります。 

このような中で取り組んできた令和 4年度の主な事業の結果ですが、まず、会員数

については、新規会員の獲得に向けて、広報誌「シルバーだよりはむら」の全戸配布

や会員の口コミによる「一人一会員入会運動」の実施、羽村駅・小作駅掲示板に会員

募集チラシを掲示するなど、積極的に情報発信を行い、入会促進を図りましたが、企

業等における定年後再雇用制度の定着やコロナ禍の影響等もあって、入会者より退会

者の方が多くなり、令和 5年 3月末現在 589名で、前年度と比較して 10名の減となり

ました。 

受託事業（請負）では、受託件数が 4,341件と前年度比で 5.2％増となり、契約金

額は、前年度比 1.1％増の 212,766千円となりました。公民比については、公共が

44％、民間が 56％となり、前年度比で公共が 1.0ポイント増となりました。就業実人

員は、前年度比 0.6％増の 475人、就業率は、80.6％となりました。  

一方、派遣事業については、受託件数は 6件、契約金額では、前年度比 10.9％減の

31,078千円、就業実人員は、前年度比 11名増の 50人となりました。契約金額が大幅

に減少した要因は、一部大手企業の契約が契約期間満了で終了となったことが挙げら

れます。 

計画した事業については、感染防止対策を講じた上で、会員の資質向上や技術を高

めるための各種研修会、講習会の実施、安全・適正就業の推進等に取り組みました。 

さらに、地域貢献事業として、市内清掃ボランティア活動、小学校通学児童見守り

ボランティア活動、保育園訪問ボランティア活動などに取り組みました。 

このほか、センター独自事業の「ステップアップスマートフォン教室」開講やデジ

タル活用支援推進事業（国庫補助事業）を活用した「初心者向けスマートフォン教

室」を 11月から 1月にかけて実施しました。 

また、センターでは、羽村市及び株式会社ジモティーとリユース活動の促進に向け

た協定を締結し、「リサイクルショップ」で再生した家具や生活雑貨などの情報をジモ

ティーに掲載し、ごみ減量に努めたほか、令和 5年 10月より施行される「インボイス

制度（消費税の適格請求書等保存方式）」導入に伴う対応として、発注者の理解と協力

をいただきながら、発注者に負担を求めることといたしました。 

以上、令和 4年度の事業実施結果の概要といたしますが、事業計画で定めた個々の

事業実施結果については、次ページ以降のとおりといたします。 
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Ⅱ 事業実績 

 １ 会員の異動状況 

令和 4年度 
令和 5年 3月末 

会 員 数 
前 年 度 比 

入会者 退会者 
589人 

（男 375人 女 214人） 
△10人（△1.7％） 

（男△14人 女 4人） 
60人 70人 

男 32人 女 28人 男 46人 女 24人 

 

 ２ 事業実績 

（１）受託事業（請負） 

項   目 実    績 前 年 度 比 

受 託 件 数 
4,341件 

(公共 558件 民間 3,783件) 
214件 5.2％ 

契 約 金 

212,766,487円 
2,364,692円 1.1％ 公共  93,639,490円 

民間 119,126,997円 
配 分 金    195,676,697円 2,050,008円 1.1％ 

就業延実人員 16,080人 223人 1.4％ 

就業延日人員 63,728人 △126人 △0.2％ 

公 民 比 44.0：56.0 公共 1.0pt 民間△1.0pt 

就業実人員 475人 3人 0.6％ 

就 業 率 80.6％ 1.8ポイント 

 

（２）労働者派遣事業 

項   目 実    績 前 年 度 比 

受 託 件 数 
6件 

(公共 2件 民間 4件) 
1件 20.0％ 

契 約 金 

31,077,938円 
△3,792,067円 △10.9％ 公共 26,902,818円 

民間  4,175,120円 

賃   金 24,892,055円 △2,230,960円 △8.2％ 

就業延実人員 363人 △25人 △6.4％ 

就業延日人員 3,627人 △551人 △13.2％ 

公 民 比 86.6：13.4 公共 8.9pt 民間△8.9pt 

就業実人員 50人 11人 28.2％ 

就 業 率 8.5％ 2.0ポイント 



Ⅲ 事業の実施状況 

※事業名欄 

（新規）：中期計画に掲げた事業で、当該年度に新たに記載した事業 

（追加）：中期計画に掲載はなく、当該年度に新たに追加した事業 

（再掲）：それ以前に掲載されている事業 

１ 会員の増強 

シルバー人材センター事業を広く市民等に理解してもらうため、次の事業を実施

し会員増強に努めました。 

（１）センターPRの強化 

   「シルバーだよりはむら」などの広報やホームページによる PR、会員の口コミ

による PR等を推進しました。 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 『シルバー人材センター』

のイメージアップ活動 

【広報部会】 

シルバーだよりはむらやホー

ムページ等で、ボランティア

活動、各種教室、サークル活動

等、仕事以外の活動について

PRを行った。 

仕事以外の活動を含めピック

アップして PRしました。 

② 女性をターゲットにした

PR 

 【女性部会】 

・シルバーだよりはむら（8月

号）で「保育園訪問ボランティ

ア」「手芸・編物品販売」「女性

会員募集」の記事を掲載した。 

・小作駅・羽村駅掲示板に女性

会員募集ポスターを掲示し

た。（8月～11月） 

・羽村市観光協会へ会員募集

チラシの配架依頼をした。（10

月） 

・羽村市高齢者クラブ連合会

理事会時に女性会員募集チラ

シを配布した。 

（11月 28団体 10部ずつ） 

シルバー女性会員の魅力度を

一般市民へ浸透させ、シルバ

ーの認知度をより高め、女性

会員数の増強を図った。 

③ 『シルバーだよりはむら』

の発行、会員募集チラシの

ポスティング 

 【広報部会】 

『シルバーだよりはむら』 

会員・発注者向け…5月、10月 

市内全戸配布…8月、1月 

会員及び市民に配布し、会員

への情報の提供やシルバー人

材センター事業の活動状況を

広く周知した。 

④ 新規会員獲得のための継

続的な活動 

 【総務部会】 

新規入会キャンペーンとし

て、令和 4年 9月～12月まで

「一人一会員入会運動」を実

施した。 入会者 8名 

会員数の増強を図った。 



事 業 名 実 施 結 果 備   考 

⑤ Web入会の推進 

 【広報部会】 

シルバーだよりはむら、ホー

ムページ、会員募集及び仕事

募集チラシで PRを行った。 

申込数 18件 入会者 5名 

ホームページからの入会を推

進し、会員数の増強を図った。 

⑥ ハローワークとの連携 

 【就業開拓委員会】 

ハローワークにおけるシルバ

ー会員向けの求人ニーズを適

宜確認した。また、センターパ

ンフレットを配架依頼した。 

今後、必要に応じて情報交換

を行っていく。 

⑦ 市高齢者施策を通じた PR

の依頼（市広報等への掲載

依頼） 

 【広報部会】 

市広報等に入会説明会や各種

講習会及び各種教室のお知ら

せを掲載した。（掲載延回数 24

回） 

羽村駅・小作駅に「会員・仕事

募集チラシ」を掲示した。 

シルバー人材センター事業の

PRを行った。 

⑧ センター車輌を活用した

PR 

【総務部会】【広報部会】 

「入会募集」・「お仕事募集」の

カッティングシートを貼りつ

けた軽トラックでＰＲ活動を

行った。 

市民のシルバーへの認知度を

上げ、会員増強に繋げた。 

⑨ 「シルバーはむらふれあ

い祭り」の実施 

 【総務部会】 

実施なし 
新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、中止とした。 

⑩ 東京しごと財団が行う

「広報活動強調月間」に併

せた PR活動の実施 

【広報部会】 

・市内清掃ボランティア 

10月 20日実施 

参加者 128名 

・シルバー人材センターオン

ライン写真展出展（10 月、

東京しごとセンター） 

『羽村市シルバー人材センタ

ー』の認知度を高め、会員増強

に繋げました。 

⑪ 市などが主催するイベン

ト等への参加 

 【広報部会】 

実施なし 

チューリップ祭り・産業祭の

開催中止に伴い、参加はなか

った。 

⑫ 女性会員交流会の実施 

 【女性部会】 
10月 13日 参加者 13名 

参加会員をグループに分け、

就業に関することを中心に活

発な意見交換が行われ、女性

会員の交流の場として役立て

た。 

⑬ 手芸講習会（手芸班） 

 【手芸班】 

「アクリルたわし」作り 

10月 6日開催 参加者 3名 

「開運金俵と卯」作り 

11月 17日開催 参加者 7名 

「綿棒と和布で作るおひな

様」作り 

2月 16日開催 参加者 8名 

手芸講習会の開催を通じて、

手芸品販売促進と手芸班会員

の増強を図った。 



事 業 名 実 施 結 果 備   考 

⑭ ふれあい体験講座 

 【女性部会】 

「サボテン教室」 

3月 9日 参加者 17名 

会員の文化活動の推進を図っ

た。 

⑮ 健康推進事業の推進 

 【女性部会】 

毎週火曜日 

44回実施 参加者延 384名 

フレイル（虚弱）予防を推進

し、健康寿命の延伸を図った。 

※フレイル（虚弱）とは、健常

から要介護へ移行する中間の

段階 

 

（２）入会説明会の充実 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① Web入会の推進 

 【広報部会】（再掲） 

シルバーだよりはむら、ホー

ムページ、会員募集及び仕事

募集チラシで PRを行った。 

申込数 18件 入会者 5名 

ホームページからの入会を推

進し、会員数の増強を図った。 

② 入会説明会の充実 

 【事業部会】 

毎月 1回 15日（基準日）実施 

出席者 59名 

入会者 53名 

入会の促進を図った。 

 

（３）就業相談の充実 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① HP でのタイムリーな就業

情報の提供 

 【事務局】 

会員専用ページ「Smile to 

Smile」に就業情報を掲載した

ほか、新入会員研修会で、

「Smile to Smile」の紹介と

登録推進を働きかけた。 

タイムリーな就業情報の提供

を推進した。 

② 会員のメールアドレスに

就業情報を送信するシステ

ムの活用 

【広報部会】 

会員専用ページ「Smile to 

Smile」に就業情報を掲載し、

未就業会員の解消に努めた。 

登録者数 121名 

③ 就業相談の充実 

 【事務局】 

毎月 1回 1日（理事会の翌日）

実施 

相談者 26名   

「事務局だより」に開催日時

を掲載した。 

 

（４）様々な分野の仕事の開拓 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

資格等一覧の作成 

【就業開拓委員会】 

資格等一覧を基に、ハローワ

ークの求人情報を確認した

が、会員の意向に沿った就業

は無かった。 

会員の就業意向に叶う求人情

報が無く、就業に繋げられな

かった。 



（５）会員の退会防止に向けた取組み 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 新たな就業メニューの検

討 

【総務部会】 

令和 3 年度実施の未就業会員

等意向調査を分析したとこ

ろ、既存職種以外の回答はな

かったため、新たな就業メニ

ューの開発は会員意向に馴染

まないと考えられるため、事

業名及び実施目標を変更する

こととした。 

より多くの未就業会員の就業

希望把握のため、未就業会員

意向調査書に返信用封筒を同

封し、12 月に調査対象会員へ

送付した。 

② サークル活動の支援（新

設を含む。） 

【総務部会】 

サークル活動について、入会

説明会の際に、サークル紹介

及び PRを行った。 

サークル活動の支援を行い、

会員増強及び退会防止を図っ

た。 

 

（６）福祉・家事援助、育児支援分野の仕事の開拓 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 会員コーディネーターの

設置 

【事務局】 

3名体制を継続し設置した。 
福祉・家事援助サービス事業

の推進を図った。 

② 家事援助就業会員の増強 

【事務局】 

シルバーだよりはむら（8月号 

全戸配布）に、家事援助就業会

員募集の記事を掲載した。 

家事援助サービスの事業量に

応じた会員の確保に努めた。 

 

２ 事業実績の拡大 

  シルバー人材センター事業を広く市民等に理解してもらうため、次の事業を実施

し就業の拡大や開拓に努めました。 

（１）就業開拓 

福祉・家事援助、子育て支援分野の仕事の開拓、高齢者にふさわしい仕事の確保、

ホワイトカラー層からの希望の多い事務系職種の就業拡大・開拓を行いました。 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 就業開拓員の配置 

【就業開拓委員会】 

就業開拓員 1 名を事務局に配

置した。 
 

② 就業開拓委員会の開催 

【就業開拓委員会】 

5 月 24 日、8 月 5 日、11 月 2

日、1月 23日 年 4回開催 

会員の多様な働き方に対応し

た就業先の確保とシルバー事

業の拡大について検討した。 

③ PR チラシの配布、ポステ

ィング 

 【広報部会】 

【就業開拓委員会】 

シルバーだよりはむらに「ス

マートフォン教室」や会員募

集及び仕事募集の記事を掲載

し PRを行った。 

「シルバー」の認知度を上げ、

新規受注の獲得を図った。 



事 業 名 実 施 結 果 備   考 

④ 地域に密着した家事援

助、子育て支援、介護支援分

野の仕事の開拓 

【就業開拓委員会】 

地域包括支援センターへの訪

問（10月 15日）及び友愛訪問

員会議（12 月 7 日）開催時に

リーフレットを活用し、家事

援助サービス事業のPRを実施

した。 

「シルバー」の認知度を上げ、

新規受注の獲得を図った。 

⑤ 会員から希望の多い職種

の就業開拓 

 【就業開拓委員会】 

総務部会が実施した「未就業

会員等意向調査」に基づき、就

業希望意向のある会員へ就業

情報を提供し、就業につなげ

た。 

 

⑥ 新規受注先の就業開拓 

 【就業開拓委員会】 

【羽村高齢者クラブ連合会】 

実施なし 

【保育園】 

市内13園が実施する「保育展」

で、PR スペースを設置してい

ただき、「布団カバー」作製等

の PR を行った。（11/23～

11/26） 

園長会事務局へ、新入園児の

保護者向けに「布団カバー」作

製チラシの PR を依頼した。

（1/27） 

【空き家管理サービス】 

植木班・除草班の供給体制（月

１～２件程度対応可）を踏ま

え、空き家管理サービスを再

スタートさせていくこととし

た。 

 

⑦ 「Web受注システム」の PR

の推進 

【広報部会】 

実績 38件 
ホームページを活用した受注

の拡大を図った。 

⑧ 人手不足分野の人員確保

による就業拡大 

【総務部会】【事業部会】 

シルバーだよりはむら１月号

に、植木剪定作業等の人手不

足分野職種を中心とした会員

募集記事を掲載し、全戸配布

を行った。（広報はむら 1 月 1

日号と同時配布） 

人手不足分野の人員供給体制

を確保し、就業の拡大を図っ

た。 

⑨ パソコン教室等の各種教

室の PRの強化 

【広報部会】 

シルバーだよりはむら（8月号 

全戸配布）、ホームページ等で

事業 PRを行った。 

センターHP 等に各種教室の紹

介記事を掲載し、受講者増加

のための PRを行った。 

⑩ 手芸品・編物品販売の促

進（追加） 

 【手芸班・編物班】 

【事務局】 

シルバーはむらふれあい祭り

及び羽村市産業祭の中止等に

よる手芸品・編物品の売上減

の対策として、センター相談

室にて、1月 16日～1月 31日

までセールを行った。 

手芸品・編物品販売の促進を

図った。 



（２）リサイクル事業 

羽村市のごみの減量及び再使用に関する市民意識の高揚を図るとともに、会員

の就業の場を提供しました。 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

リサイクルショップ「トコ

トン工房」の充実 

販売点数 3,403点 

（R3  2,974点） 

売上金 1,321,450円 

（R3 1,077,500円） 

「羽村市、公益社団法人羽村

市シルバー人材センター及び

株式会社ジモティーとのリユ

ース活動の促進に向けた連携

と協力に関する協定書」を締

結した。（3月 10日） 

 

（３）自主事業 

会員の持つ知識や経験を活かした自主事業を実施しました。 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① パソコン教室 
受講者 延 142名 

（R3 延 168名） 

市報や「シルバーだよりはむ

ら」やホームページ等で事業

PRを行い、受講者を募集した。 

② 生花教室 
受講者 延 187名 

（R3 延 104名） 

市報や「シルバーだよりはむ

ら」やホームページ等で事業

PRを行い、受講者を募集した。 

③ 学習教室 
受講者 延 49名 

（R3 延 38名） 

市報や「シルバーだよりはむ

ら」やホームページ等で事業

PRを行い、受講者を募集した。 

④ 着付け教室 
受講者 延 29名 

（R3 延 30名） 

市報や「シルバーだよりはむ

ら」やホームページ等で事業

PRを行い、受講者を募集した。 

⑤ 英会話教室（中級） 
受講者 延 228名 

（R3 延 138名） 

市報や「シルバーだよりはむ

ら」やホームページ等で事業

PRを行い、受講者を募集した。 

⑥ スマートフォン教室 

【事業部会】 

【就業開拓委員会】 

デジタル活用支援推進事業を

活用した「初心者向けスマー

トフォン教室」を実施した。 

A日程：11/11、11/18、11/25 

B日程：11/14、11/21、11/28 

C日程：12/5、12/12、12/19 

D日程：12/6、12/13、12/20 

E日程：1/12、1/19、1/26 

受講者 延 88名 

（R3 延 69名） 

 

センター独自事業の「ステッ

プアップスマートフォン教

室」を会員対象に開講した。 

（9月～） 

受講者 延 2名 

「スマートフォン教室」を推

進した。 



３ 安全就業の確立 

会員が健康で安全に就業できるよう、就業中の事故或いは就業途上における交通

事故等の防止を図るため、安全対策を推進しました。 

（１） 安全管理体制 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 安全・適正就業推進委員

会の開催 

【安全･適正就業推進委員会】 

5月 13日、6月 29日、9月 16

日、12月 16日、1月 19日 

年 5回開催 

安全就業の方針の検討や対

策、適正就業について協議し

た。 

② 安全対策基本計画の策定 

【安全･適正就業推進委員会】 

安全・適正就業推進委員会に

おいて、検討を行い策定した。 

安全･適正就業の推進を図っ

た。 

 

（２）事故防止措置、安全教育、安全意識・適正就業の普及啓発 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 「安全就業基準」「安全 10

ケ条+1」「交通ルール遵守」

の周知・徹底 

 【安全･適正就業推進委員会】 

新入会員研修会において、安

全就業基準（会員のしおり）を

配布するとともに安全・適正

就業巡回で周知・徹底を図っ

た。また、事務局だよりで、自

転車交通安全に関する記事等

を掲載したほか、｢安全 10 ケ

条+1｣のｸﾘｱﾌｧｲﾙを総会資料に

同封して配布した｡(6月) 

会員への「安全就業基準」の遵

守の徹底を図った。 

② 事故の検証及び全会員へ

のフィードバック  

【安全･適正就業推進委員会】 

事故の４Ｍ分析を行った。ま

た、該当就業先会員へ事故情

報を周知し、再発防止を図っ

た。 

事故の４Ｍ分析を行い、事故

情報及び安全就業基準との関

連・原因を会員で共有化する

ことにより、再発の防止を図

った。 

③ SOSカードの配布・携帯の

徹底 

 【安全･適正就業推進委員会】 

新入会員研修会時に SOS カー

ドを配布し、安全･適正就業巡

回等で周知及び携帯の徹底を

図った。 

就業中や就業途上での事故や

病気の際の迅速な対応につな

げるとともに、作業前の点検

事項や就業前に自身の体調を

把握し、事故の未然防止及び

健康意識の増進を図った。 

④ 運転業務に関する安全就

業基準の徹底 

 【安全･適正就業推進委員会】 

車両運転者に対し、運転前の

健康状態の確認を随時行っ

た。また、事務局だより（9月

号）にて、交通安全の周知をし

た。 

車両運転を伴う作業を行う会

員に対し、安全運転の推進を

図った。 



事 業 名 実 施 結 果 備   考 

⑤ 受注及び契約時における

就業現場の安全確認 

【安全･適正就業推進委員会】 

就業会員や担当職員が新規就

業契約時に確認を行った。ま

た、民間の継続受託作業を中

心に作業マニュアルを整備

し､会員交代時に危険個所等

の引継ぎができるようにし

た。 

就業現場に潜む危険個所を事

前に確認することで、事故を

防ぎ、危険を伴う可能性が高

い作業については受注しない

よう努めた。 

⑥ 作業の受注量制限や休業

日・予備日の設定の検討 

【安全･適正就業推進委員会】 

熱中症対策として、最高気温

35度以上・暑さ指数 31度以上

で作業を中止するとともに、8

月の作業は原則午前中のみと

した。（植木班・除草班）また、

作業会員に熱中症計を配布し

た。 

過剰な受注による就業で、会

員の体調管理が困難になるこ

とを防いだ。 

⑦ 市が実施する体力測定の

参加奨励 

【安全･適正就業推進委員会】 

事務局だよりで、市主催「ミニ

体力測定」（11月号）及び「体

力チェックと運動講座」（1 月

号）を紹介した。 

身体機能の低下を自覚し、事

故の未然防止を図った。 

⑧ 市が実施する健康診断の

参加奨励 

【安全･適正就業推進委員会】 

事務局だより（9月号）にて周

知を行った。 

自主的な健康診断の受診を奨

励して、健康意識の増進を図

った。 

⑨ 安全標語の募集 

 【安全･適正就業推進委員会】 

安全標語を募集した。(11 月)

応募人数 14人 応募数 68件 

優秀作品を毎月の安全目標に

設定し、センター内に掲示す

るとともに、事務局だよりに

掲載し、安全就業の啓発に努

めた。 

⑩ ヒヤリハット体験の募集 

【安全･適正就業推進委員会】 

ヒヤリハット体験を募集し

た。（5月）報告件数 2件 

危険個所の情報を共有して事

故の未然防止を図った。 

⑪ 安全就業強化月間（７月）

における実施内容の検討 

【安全･適正就業推進委員会】 

委員会において、取り組み内

容の検討を行い、7月の強化月

間で反映した。 

事故ゼロを目指すとともに、

強化月間中における会員の安

全意識の高揚を図った。 

⑫ 「安全宣言」の実施 

 【安全･適正就業推進委員会】 

安全就業強化月間朝礼で唱和

した｡ 7月1日 参加者34名 

会員同士の安全意識の高揚を

図った。 

⑬ 各種講習会の開催等 

 【安全･適正就業推進委員会】 

・熱中症対策講習会 

6月 6日 参加者 13名 

・自転車交通安全講習会 

12月 15日 参加者 12名 

・危険予知訓練 

2月 21日 参加者 14名 

・転倒予防講習会 

3月 28日 参加者 6名 

各種安全講習会を開催し、安

全意識の高揚を図った。 



事 業 名 実 施 結 果 備   考 

⑭ 安全・適正就業巡回 

【安全･適正就業推進委員会】 

5 月 27 日､6 月 16 日､7 月 19

日、9 月 7 日、10 月 11 日､11

月 11 日､12 月 13 日、1 月 31

日、2月 8日、3月 30日実施 

就業現場を巡回し、安全意識

の啓発と適正就業の点検を行

った。 

⑮ 安全・適正就業推進委員

会だよりの発行 

【安全･適正就業推進委員会】 

シルバーだよりはむら及び事

務局だよりを活用し周知し

た。 

会員に安全･適正就業の情報

を提供し、意識の徹底を図っ

た。 

⑯ 自転車損害賠償保険への

加入状況の確認及び制度の

周知徹底 

 【安全･適正就業推進委員会】 

派遣就業会員に対して自転車

保険加入の確認を行った。 

事務局だより（2月号）で、制

度の周知徹底を図るととも

に、新入会員に対し入会時に

自転車保険加入義務の説明・

周知をした。 

自転車損害保険等の加入義務

化に伴い、制度の周知徹底を

図ります。 

 

４ 就業の改善 

（１）未就業会員の解消 

   公共団体、民間企業、家庭及び関係団体等に、高齢者の就業機会の確保につい

ての理解を求めるとともに、新入会員研修及び就業相談の充実など会員の就業率

向上を図るため次の活動を行いました。 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 会員のメールアドレスに

就業情報を送信するシステ

ムの活用 

【広報部会】（再掲） 

会員専用ページ「Smile to 

Smile」に就業情報を掲載し、

未就業会員の解消に努めた。 

登録者数 121名 

② ワークシェアリングの推

進 

 【事業部会】 

広報配布会員への意向調査を

実施した。意向調査結果を意

向調査結果に基づき、ワーク

シェアリングを実施した。 

より多くの会員に就業機会を

提供できるよう、ワークシェ

アリングを推進していく。 

③ 就業基準の徹底 

 【事業部会】 

就業期間満了先一覧を継続就

業希望会員に配布した。 

・7月 25日～8月 5日 

資料配布会員 20名 

・1月 23日～1月 31日 

  資料配布会員 12名 

就業基準を徹底し、長期就業

の是正と未就業会員の解消を

図った。 



（２）就業会員研修（派遣会員教育訓練）等の実施 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 財団主催の各種講習会情

報を提供 

【事業部会】 

新入会員研修会や事務局だよ

り等で、財団が実施する「就業

支援講習」について周知した。 

会員の技能の向上を図った。 

② 会員の作業の質の維持・

向上を図るための研修・講

習会の実施の検討 

【事業部会】 

前任者からスムースに作業を

引継ぎ、作業の質を維持でき

るよう、民間の継続受託作業

を中心に作業マニュアルを整

備した。 

整備した作業マニュアルを活

用し、前任者からのスムース

な引継ぎに役立てた。 

③ 技能講習会の実施 

 【事業部会】 

【総務部会】 

「植木剪定講習会」 

2月 28日実施 

参加者 4名 

人手不足分野の人員供給体制

を確保するための講習会を実

施した。 

④ ビジネスマナー研修 

 【事業部会】 

研修形式を「会員自己研修方

式」とし、8月の就業会員（428

名）に対し、財団作成の「接遇

マニュアル」を配布した。 

お客様の満足度の向上に繋げ

た。 

⑤ 新入会員研修 

 【事業部会】 

毎月 1回（原則理事会翌日）開

催 

出席者 51名 

センターの事業趣旨、会員の

心得、ボランティア活動等に

ついての研修を行った。 

 

（３）顧客満足度の向上 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 発注者アンケートの実施 

（３年ごと） 

【事業部会】 

中期計画策定に合わせ、令和

５年度に行うこととした。 
 

 

５ 適正就業の推進 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 適正就業ガイドラインに

沿った事業運営 

 【事務局】 

「適正就業ガイドライン」に

沿って、就業形態（請負・派遣）

や、月あたりの就業日数及び

就業時間を考慮し、事業運営

を行った。 

適正就業ガイドラインを遵守

し、適正就業を推進した。 

② 会員、発注者に対し、適正

就業ガイドラインの周知 

【安全･適正就業推進委員会】 

【事務局】 

「適正就業ガイドライン」を

新規発注者には受注時に、新

入会員へは入会説明会時に配

布し、適正就業の理解を求め、

適正就業を推進した。 

会員・発注者へ適正就業の理

解を求め、適正就業を推進し

た。 



６ 社会奉仕等の推進 

ボランティア活動を通じ、地域社会に貢献するとともに、会員の生きがいの充実

やセンターの認知度と評価を高めました。 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① ボランティア活動の推進 

 【総務部会】 

地域班長に対し、新規入会者

のボランティア活動への参加

希望情報の提供を行った。ま

た、新入会員研修会の際に、活

動の PRを行った。 

ボランティア活動への参加促

進を図った。 

② 市内清掃ボランティア活

動の実施 

【総務部会】 

第 1回 6月 9日実施 

参加者 133名 

第 2回 10月 20日実施 

参加者 128名 

会員による市内清掃ボランテ

ィアを行った。10 月は東京し

ごと財団が行う「広報活動強

調月間」に合わせて実施した。 

③ 市事業等へのボランティ

ア協力 

 【総務部会】 

市の実施する「放課後子ども

教室」ボランティア募集チラ

シを入会説明会の際に配布し

た。 

「放課後子ども教室」へのボ

ランティア登録を推進した。 

④ 市内小学校通学児童見守

りボランティア活動の実施 

 【総務部会】 

会員による小学校通学児童見

守りボランティア活動を地域

班単位で行った。 

（週 1回～5回） 

羽村東小学校・羽村西小学校・

富士見小学校・栄小学校・小作

台小学校 

◎各地域班の活動実績 

実人員  延人員 

1班  17名    332名 

2班  11名    216名 

3班   2名     68名 

4班  12名    811名 

5班  12名    140名 

6班    8名    144名 

⑤ 「ほっとカフェ」の実施 

【女性部会】 
実施なし 

新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、中止とした。 

⑥ 保育園訪問ボランティア

活動の実施 

 【女性部会】 

あおぞら保育園でバルーンア

ート披露の保育園訪問ボラン

ティアを実施し、女性部会委

員等 5名が参加した。 

6月 30日訪問 

地域貢献と女性会員の生きが

いの充実を図るとともに、家

事援助・育児支援サービスの

PRに役立てた。 

⑦ 各地域班が実施するボラ

ンティア活動についての情

報共有化（追加） 

 【総務部会】 

地域班長会議において、各地

域班のボランティア活動に関

するアンケートを実施し、情

報共有化を図った。（2 月 15

日） 

 



７ 財源の確保 

  補助金の確保、自主財源確保のための受注拡大、業務の効率化、経費節減による

安定した財政運営を推進しました。 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 国、都、市への補助金獲得

のための要望 

【事務局】 

国・都・市へ補助金の申請を行

った。 

安定した財政運営を推進す

るため、各種補助金の拡充及

び継続を要望した。 

② 自主財源確保のための受

注の拡大、業務の効率化、経

費節減による安定した財政

運営の推進 

 【事務局】 

節電の実施、内部印刷の推進

や自動車リース契約の見直し

を行い経費節減に努めた。 

より一層の経費節減に努め

た。 

③ 派遣事業拡大によるサポ

ート補助金及び事務委任手

数料の確保 

 【事務局】 

派遣事業実施に係る事務委任

手数料収入を得た。 

サポート補助金を最大限に

活用し、派遣事業を拡大する

ことで、事務委任手数料収入

の増加を図った。 

④ 自動車安全装置支援事業

助成金の確保（追加） 

【事務局】 

11台分の助成金を確保した。  

⑤ 情報通信利用促進支援事

業費（利用者向けデジタル活

用支援推進事業）補助金の確

保（追加） 

 【事務局】 

デジタル活用支援推進事業を

活用した「初心者向けスマー

トフォン教室」の実施にかか

る経費所要額を確保した。 

 

 

８ 組織の充実 

理事会を中心に公益法人としての組織運営、財政基盤の確保やセンターにおける

就業の適正化を推進するため専門部会等の活動に対する協力、助言等を行い、公益

法人としての運営体制の充実に努めました。 

事 業 名 実 施 結 果 備   考 

① 定時総会 

令和 4年 6月 22日開催 

ゆとろぎ小ホール 

出席者 495名 出席率 81.4％ 

（出席者 30名、委任状による

代理出席及び議決権行使書提

出者 465名） 

令和 3 年 4 月 1 日から令和 4

年 3月 31日までの計算書類等

の承認の件について決議し

た。 

② 理事会 年 13回開催 

毎月理事会を開催し、センタ

ー運営や業務執行等について

審議した。 

③ 総務・事業・広報部会 随時開催 

センターの事業運営を効果的

に推進するため、各部会を開

催した。 



事 業 名 実 施 結 果 備   考 

④ 女性部会 年 5回開催 

女性会員増強・就業拡大に関

すること及び技能向上、文化

活動に関すること等について

検討した。 

⑤ 安全・適正就業推進委員

会の開催 

 【安全･適正就業推進委員会】

（再掲） 

年 5回開催 

安全就業の方針の検討や対

策、適正就業について協議し

た。 

⑥ 就業開拓委員会 

【就業開拓委員会】（再掲） 
年 4回開催 

会員の多様な働き方に対応し

た就業先の確保とシルバー事

業の拡大について検討した。 

⑦ 中期計画推進委員会 

【中期計画推進委員会】 
年 1回開催 

中期計画の進捗状況及び計画

内容等について検討を行っ

た。 

⑧ 地域班連絡員会議 

【事務局】 
実施なし 

新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、中止とした。 

⑨ 地域班長会議 

【事務局】 
年 2回開催 

事業運営の情報伝達や要望・

意見交換を行った。 

⑩ 地域班への支援 

【事務局】 

地域班助成金と通学児童見守

りボランティア助成金を各地

域班に交付した。（6月） 

地域班活動を支援することに

より、地域班活動の活性化を

図った。 

⑪ 会員の親睦、交流の推進 

【総務部会】 
実施なし 

シルバーはむらふれあい祭り

が中止となったため、本事業

の実施も中止とした。 

⑫ 班体制を含めた地域班の

あり方の検討 

【事務局】 

新型コロナウイルスの感染状

況が落ち着き、活動可能な状

態になった後に、地域班役員

の負担軽減等に努めるべく地

域班のあり方を検討していく

こととした。 

地域班の再編成等の検討を行

い、より機動的に柔軟に動け

る地域班体制を推進した。 

⑬ 職員の人材育成のための

目標管理制度の実施 

【事務局】 

目標管理制度を実施した。 
目標管理制度を活用し、人材

育成を図った。 

⑭ 研修会等への参加による

職員の能力向上 

【事務局】 

財団主催の各職層研修及び専

門研修を受講し、能力向上を

図った。 

職員の資質向上を図った。 

⑮ 派遣事業拡大に伴う、産

業医及び衛生管理者、安全

衛生委員会の設置 

【事務局】 

派遣会員数 39 名のため未設

置。 

（派遣会員数50人以上で要設

置） 

派遣会員数が50名以上となっ

た場合、設置する。 

⑯ 会員参画の運営 

【事業部会】 

事務局だより（10 月号）に提

案箱設置中の記事を写真入り

で掲載し、会員からの企画提

案を募集した。（提案 0件） 

 


